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　「千世の堤から望む雪化粧した那須連峰」（２月12日）

今月の表紙

　今月号の表紙は、春の訪
れを告げる伝統行事「白河
だるま市」の様子です。
　通りには約700軒の露店
が並び、だるまを売る威勢
の良い掛け声に誘われ、家
族連れなどが福を買い求め
ていました。なかには、だ
るまに今年１年の願い事を
書いてもらっている姿も見
られ、会場は終日にぎわっ
ていました。
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空
き
家
あ
り
ま
せ
ん
か
？

探
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
少
子
高
齢
化
を
背
景
に
世
界
に

類
を
見
な
い
人
口
減
少
社
会
に
突

入
し
た
日
本
で
は
、
建
物
等
の
老

朽
化
、
核
家
族
化
、
住
宅
の
供
給

過
剰
も
重
な
り
、
全
国
各
地
で
空

き
家
が
増
加
し
、
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
空
き
家
の
現
状

と
本
市
の
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を

紹
介
し
ま
す
。

３ 物件調査の様子

特
　
集



地区名
危険度・外観判断

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
白河 27 94 224 429
表郷 6 14 49 43
東 2 11 16 24
大信 3 13 12 24
計 38 132 301 520
合計 991

空き家総数 空き家率

20年 25年 増加率 20年 25年

全国 7,567,900 8,195,600 8.3 13.1 13.5

福島県 105,000 91,800 △12.6 13.0 11.7

白河市 4,090 3,980 △2.7 15.3 15.0

Ａ：危険なので早期の対応が必要
Ｂ：今すぐに倒壊等の危険性はないが、管理
　　が行き届いておらず、損傷が激しい
Ｃ：管理が行き届いておらず損傷も見られる
　　が、当面の危険性は低い
Ｄ：建物の状態としては特に問題はない
※アパート、マンションなどの空室、売家は含まれていません。

【資料：総務省統計局「住宅・土地統計調査」（５年ごと）】

（単位：戸、％）

【表１】全国の空き家数・空き家率の推移【表３】全国の総住宅数および総世帯数の推移

本市の空き家調査の結果放置されたままの空き家に生じる問題

【表２】空き家総数・空き家率の対比

高 低

危
険
空
き
家
を
増
や
さ
な
い

危
険
空
き
家
へ
の
対
策

５

　
近
所
に
、
空
き
家
が
増
え
て
い

る
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
空
き
家
と
は
、
居
住
し
て
い

な
い
一
戸
建
て
住
宅
お
よ
び
併
用

住
宅
、
別
荘
を
い
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
貸
家
、
売
家
、
ア
パ
ー
ト
、

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
賃
貸
や
売
却
の

た
め
の
建
築
物
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

一
口
に
空
き
家
と
言
っ
て
も
、

す
ぐ
に
居
住
で
き
る
も
の
か
ら
、

管
理
さ
れ
ず
荒
れ
果
て
て
倒
壊
の

危
険
が
あ
る
も
の
ま
で
様
々
で
す
。

　
昨
年
度
、
本
市
で
の
実
態
調
査

（
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

の
空
室
、
売
家
は
含
ま
な
い
）
を

行
っ
た
結
果
、
下
表
の
と
お
り

９
９
１
件
の
空
き
家
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
人
が
暮
ら
す
家
は
、
生
活
の
中

で
空
気
の
入
れ
替
え
が
あ
り
、
掃

除
な
ど
の
手
入
れ
が
さ
れ
る
た
め
、

空
き
家
に
比
べ
老
朽
化
が
遅
れ
ま

す
。

　
し
か
し
、
遠
方
に
居
住
し
て
い

る
な
ど
の
理
由
で
放
置
さ
れ
た
状

態
が
続
く
と
、
傷
み
が
進
み
保
安

上
の
危
険
が
高
ま
る
ほ
か
、
ご
み

の
放
置
、
ね
ず
み
や
蚊
な
ど
の
発

生
に
よ
る
衛
生
環
境
の
悪
化
等
、

様
々
な
問
題
が
生
じ
て
き
ま
す
。

特
に
、
強
風
や
地
震
な
ど
の
災
害

時
に
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
り
、
人
に

被
害
を
及
ぼ
す
〝
危
険
家
屋
〟
が

問
題
で
す
。

　
な
ぜ
空
き
家
が
放
置
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
建
物
を
取
り
壊
し

て
更
地
に
し
た
場
合
、
解
体
費
用

が
掛
か
る
ほ
か
、
固
定
資
産
税
が

高
く
な
る
な
ど
の
理
由
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

空
き
家
が
増
え
る
原
因

空
き
家
の
現
状

空
き
家
で
最
も
問
題
な
の
は

〝
危
険
家
屋
化
〟

発
生
の
防
止
策

法
律
で
対
策
を
強
化

４

　
総
務
省
の
「
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
」
に
よ
る
と
、
全
国
の
空
き

家
数
は
、
平
成
25
年
10
月
現
在
で

約
８
２
０
万
戸
、
総
住
宅
数
６
、

０
６
３
万
戸
の
１
３・
５
％
を
占

め
ま
す
。
約
７
軒
に
１
軒
が
空
き

家
で
、
20
年
前
の
平
成
５
年
に
比

べ
倍
近
い
水
準
（
表
１
）
に
達
し

て
い
て
、
今
後
も
増
え
て
い
く
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
県
内
で
は
、
全
国
と
同

じ
く
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

震
災
に
よ
る
取
り
壊
し
、
住
宅
需

要
増
加
に
よ
り
、
平
成
25
年
の
調

査
で
は
、
空
き
家
率
が
低
下
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
も
、
平
成

20
年
に
比
べ
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

空
き
家
率
は
全
国
よ
り
も
高
い
数

値
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
２
）。

　
近
年
、
人
口
は
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
住
宅
数
と
世
帯
数
は
増

加
し
て
い
ま
す
。
昭
和
43
年
に
は

ほ
ぼ
同
数
で
し
た
が
、
そ
の
後
は
、

住
宅
数
が
世
帯
数
よ
り
も
多
い
状

　
国
で
は
、
危
険
な
空
き
家
が
倒

壊
の
恐
れ
や
住
民
の
生
活
環
境
に

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
空
き
家
の
問
題
を
根
本

的
に
解
決
す
る
た
め
、
平
成
27
年

２
月
に
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
を
施
行
し
、

空
き
家
の
管
理
、
措
置
に
対
す
る

対
策
を
強
化
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
危
険
な
空
き
家

は
、
市
が
特
定
空
家
等
に
指
定
し
、

上
図
の
手
順
で
措
置
を
執
り
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
特
定
空
家
等
に
な
ら
な
い
よ
う
、

所
有
者
ま
た
は
管
理
者
の
皆
さ
ん

の
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
発
生
予
防
の
た
め
に
》

▽
空
き
家
を
利
用
す
る
見
込
み
が

な
い
と
き
は
、
賃
貸
、
売
却
な
ど

市
場
へ
の
流
通
を
検
討
す
る
。

▽
空
き
家
の
改
修
、
解
体
、
そ
の

他
危
険
空
き
家
の
発
生
を
予
防
す

る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
行
う
。

▽
空
き
家
の
清
掃
、
空
気
の
入
れ

替
え
、
庭
の
手
入
れ
、
ご
み
の
撤

去
な
ど
適
正
な
管
理
を
行
う
。

　
ま
た
、
危
険
な
空
き
家
を
発
見

し
た
場
合
に
は
、
市
ま
で
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
空
き
家
の

賃
貸
・
売
買
、
賃
借
・
購
入
を
支

援
す
る
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

ごみの
不法投棄

防災性の
低下

倒壊、崩壊、屋根
・外壁の落下、火
災発生の恐れ

ねずみ・はえ・
蚊等の発生、動
　物の住みか

衛生悪化、
悪臭発生

風景、景
観の悪化

犯罪の
誘発

雑草の繁
茂など

危険の認定

助言・指導

勧　告

命　令

代執行

　立ち入り調査をし、特定空家等に
該当するか判断します。

　除却、修繕、立木竹の伐採、その
他必要な措置を助言・指導します。

　住宅があることで軽減されていた固
定資産税の特例措置が廃止されます。

　行政が代わりに対処し、その費用
を所有者に請求します。

　命令に違反した場合は、50万円以
下の罰金が科されます。

◁
◁

◁
◁

態
が
続
い
て
い
ま
す
（
表
３
）。

　
住
宅
数
が
増
え
る
主
な
原
因
の

１
つ
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
で
核
家
族
化
が
進
み
、
単
身
世

帯
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ

の
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
が
進
ん
で
い
く
な
か
で
所
有
者

の
死
亡
や
転
居
、
相
続
人
が
い
な

い
な
ど
、
様
々
な
要
因
で
空
き
家

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
空
き
家
を
放
置
し
て
〝
危

険
空
き
家
〟
に
し
な
い
た
め
に
も
、

空
き
家
の
活
用
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
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空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

７ ６

　
市
で
は
、
地
域
の
活
性
化
、
移

住
希
望
者
の
移
住
・
定
住
の
促
進
、

中
古
住
宅
の
流
通
を
図
る
た
め
、

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
白
河
支
部

の
協
力
の
も
と
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
は
、「
売
り
た
い

・
貸
し
た
い
方
」
と
「
買
い
た
い

・
借
り
た
い
方
」
を
結
び
つ
け
る

制
度
で
す
。

　
「
生
ま
れ
育
っ
た
家
を
取
り
壊

し
た
く
な
い
」「
遠
方
に
住
ん
で
い

て
管
理
が
大
変
」
な
ど
と
考
え
て

い
る
所
有
者
の
方
、
空
き
家
を
負

の
財
産
に
せ
ず
、
ぜ
ひ
活
用
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

　
「
田
舎
暮
ら
し
を
考
え
て
い
る

方
」「
教
育
・
文
化
事
業
を
始
め
た

い
方
」
な
ど
が
空
き
家
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
地
域
に
活
気
が
出
て
、

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
方
・

探
し
て
い
る
方
、
空
き
家
バ
ン
ク

に
登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
気
に

な
る
こ
と
な
ど
、
ま
ず
は
市
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
市
に
住
民
登
録
が
な
い
場
合
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
こ
と

は
可
能
で
す
か
。

　
市
内
に
空
き
家
が
あ
れ
ば
、
住

民
登
録
に
関
係
な
く
登
録
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

空
き
家
を
負
の
財
産
に
し
な
い

　
ど
の
よ
う
な
物
件
が
空
き
家
バ

ン
ク
に
登
録
で
き
ま
す
か
。

　
一
戸
建
て
住
宅
ま
た
は
併
用
住

宅
に
限
り
ま
す
。

　
親
族
の
者
が
空
き
家
バ
ン
ク
に

申
し
込
む
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

　
親
族
は
で
き
ま
せ
ん
。
土
地
お

よ
び
建
物
の
所
有
者
に
限
ら
れ
ま

す
。

購
入
・
賃
借
し
た
い
方

改
修
費
、
家
財
処
分
費
の
補
助

売
却
・
賃
貸
し
た
い
方

Ｑ．Ａ．Ａ．Ａ．Ａ．

Ａ． Ａ． Ａ． Ａ．

Ａ． Ａ． Ａ． Ａ． Ｑ．Ｑ．Ｑ．Ｑ．

Ｑ．Ｑ．

Ｑ． Ｑ． Ｑ．

Ｑ． Ｑ．

　空き家バンク制度は、全国的に行
われているものですので、白河市で
も始まったことは良いことだと思い
ます。
　最近は、中古物件を探している方
も多く、市外から相談にくる方もい
ます。また、年齢によっても求める
ニーズが異なり、中高年の世帯は小
さな家を求める傾向があります。　
　仲介として、所有者、利用者それ
ぞれの立場に立ち、納得していただ
けるように努めています。実際に空
き家の調査で現場を見て、改修等の
必要性を判断する際、所有者にとっ
て有益になるようにアドバイスして

いますので、お気軽に相談してくだ
さい。改修費が掛かり、採算が取れ
ない場合は、解体した方が良いと判
断することもあります。そういった
ことにならないためにも、空き家を
放置せずに、早めの対応をおすすめ
します。家は大切な財産です。どう
するか家族で相談し必要な手続きを
済ませたうえで、市の空き家バンク
に登録してもらえば、私たちも精一
杯協力させていただきます。
　空き家対策もまちづくりの一環だ
と考えています。空き家を流通させ、
人の流れを作ることでまちに活気が
生まれると思います。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
際

に
、
手
数
料
な
ど
の
費
用
は
発
生

し
ま
す
か
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
費
用

は
不
要
で
す
が
、
売
買
契
約
ま
た

は
賃
貸
借
契
約
が
成
立
し
た
と
き

は
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
へ
の
仲

介
手
数
料
の
ほ
か
、
契
約
書
の
印

紙
代
な
ど
が
発
生
し
ま
す
（
購
入

・
賃
借
し
た
い
方
も
同
じ
）。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
た
建

物
を
数
年
後
に
使
用
し
た
い
た
め
、

一
定
の
期
間
の
貸
し
出
し
も
可
能

で
す
か
。

　
１
年
以
上
の
期
間
を
賃
貸
す
る

も
の
で
あ
れ
ば
、
登
録
可
能
で
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
の
物
件
を
利
用

す
る
場
合
、
対
象
者
の
要
件
は
あ

り
ま
す
か
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
同
意
し

た
方
で
、
定
住
も
し
く
は
二
地
域

居
住
ま
た
は
公
共
に
資
す
る
事
業

を
行
う
こ
と
を
希
望
す
る
方
で
あ

れ
ば
、
申
し
込
み
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
専
用
サ
イ
ト
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
情
報
よ
り
詳
細

な
情
報
を
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と

は
可
能
で
す
か
。

　
所
有
者
の
個
人
情
報
に
な
り
ま

す
の
で
、
専
用
サ
イ
ト
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
以
外
の
情
報
は
、
利
用

登
録
し
て
い
た
だ
く
前
に
は
、
お

教
え
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
併
用
住
宅
に
住
む
場
合
に
は
、

店
舗
等
と
し
て
も
利
用
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
か
。

　
白
河
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
の
区
域
内
に
あ
る
店
舗
等

を
目
的
と
し
た
併
用
住
宅
は
、
原

則
、
店
舗
等
の
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
物
件
が
、
補
助
の

対
象
と
な
り
ま
す
か
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た

物
件
に
限
り
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
方
が
、
対
象
に
な

り
ま
す
か
。

　
①
福
島
県
内
の
市
町
村
（
避
難

区
域
を
除
く
）
か
ら
本
市
に
５
年

以
上
定
住
さ
れ
る
方
ま
た
は
②
空

き
家
を
５
年
以
上
賃
貸
す
る
所
有

者
に
な
り
ま
す
。

　
ど
の
程
度
の
補
助
が
受
け
ら
れ

ま
す
か
。

　
改
修
費
上
限
１
５
０
万
円
（
事

業
費
の
２
分
の
１
）、
家
財
処
分

費
上
限
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
要
件
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

　
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
、

所
有
者
お
よ
び
所
有
者
の
３
親
等

内
の
者
が
居
住
す
る
こ
と
が
な
い

こ
と
な
ど
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。

空き家バンクＱ＆Ａ　

空き家バンク制度利用者の

安
あんざわ

澤　莊
しょういち

一支部長
宅地建物取引業協会白河支部

物
件
所
有
者

空
き
家
利
用
希
望
者

白河市

（公社）県宅地建物
取引業協会白河支部

利用登録申込物件登録申込空き家を
売りたい・
貸したい方

空き家を
買いたい・
借りたい方

利用登録

物件案内

物件調査

物件登録

契約仲介

連　
絡

協　
定

契約仲介

▶申し込み・問い合わせ先
本庁舎企画政策課　内2325

一定の条件で空
き家の改修費等
や家財処分費の
補助を受けるこ
とができます。

一定の条件で空き
家の改修費等に係
る補助のほか、三
世代が同居または
近居する場合、購
入に係る補助を併
せて受けることが
できます。

市ホームページで
物件登録内容を紹
介しています。ぜ
ひご覧ください。

　昨年、関東から引っ越してき　
ました。現在はアパートで暮らし
ていますが、家庭菜園やＤＩＹをし
たいと思い、空き家バンクに登録
しました。実際に白河に住んでみ
てよい所だと感じたので、長く白
　河で過ごしたいです。
　　　　　　（30代夫婦）

　現在アパートに住んでい　
ますが、ソーラーパネルをつ
けられる物件を探すため登録
しました。いい物件があれば
　購入も考えています。
　　　　　　　（60代男性）

　新しい家を購入したため、今　
まで暮らしていた家を空き家バン
クに登録しました。補助金を利用
して、改修を予定しています。愛
着がある家をきちんと管理できる
　人に住んでもらえたらと思い　
　　ます。
　　　　　　（60代男性）

　確実に使わない家があり、
家財もそろっているため、そ
のまま使ってもらえたらと
　思い登録しました。
　　　　　　（60代女性）

　田舎暮らしをしたいと思い、　
白河市で仕事を見つけました。広
い庭で自給自足ができる物件を探
しています。この土地で家族とセ
　カンドライフを楽しみたいです。
　　　　　　　　（50代男性）

利用登録者

利用登録者

物件登録者

物件登録者

利用登録者

声

登録されてい
る物件は

（２月21日現在）
12件

　転勤により３年ほど空き家に　
なっていましたが、このままにし
ておくと傷んでしまうので、誰か
に住んでもらいたいと思い登録し
ました。小学校も近いので、お子
　さんがいる世帯にちょうどい　
　　いと思います。
　　　　　　（50代男性）

物件登録者 Interview 専門家に聞きました

所有者、利用者それぞれが納得できるように
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２
月
５
日
、
コ
ミ
ネ
ス
で
、
元
プ
ロ
野

球
読
売
巨
人
軍
の
宮み

や
も
と本
和か

ず
と
も知
さ
ん
を
招
き

「
消
費
者
教
育
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
、

約
７
０
０
人
の
市
民
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
は
、
消
費
者
問
題
を
身
近
に

考
え
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た

も
の
で
、
宮
本
さ
ん
は
「
熱
血
!!
賢
い
消

費
者
に
な
る
た
め
に
～
私
が
野
球
か
ら
学

ん
だ
こ
と
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
身
の
経

験
談
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
司
会

を
務
め
た
福
島
中
央
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
で
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
須す

が賀

宣の
ぶ
ゆ
き之
さ
ん
と
軽
妙
な
ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
、

来
場
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
４
日
、
コ
ミ
ネ
ス
（
会
津
町
）
で
、

小
峰
城
に
ま
つ
わ
る
伝
説
を
題
材
と
し
、

本
市
を
舞
台
に
撮
影
さ
れ
た
短
編
映
画

「
お
と
め
桜
」
の
完
成
披
露
試
写
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
上
映
に
先
立
ち
横よ

こ
や
ま山
浩ひ

ろ
ゆ
き之

監
督
や
主
演
の
竹た

け
な
か中
直な

お
と人
さ
ん
ら
が
舞
台

あ
い
さ
つ
を
行
い
、
撮
影
時
の
裏
話
や
作

品
へ
込
め
た
思
い
な
ど
が
語
ら
れ
、
会
場

に
詰
め
掛
け
た
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
映
画
は
、
地
方
の
魅
力
を
国
内
外

に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
製
作
さ
れ
、

今
後
、
国
内
外
の
短
編
映
画
祭
な
ど
に
出

品
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
２
月
５
日
、
白
河
信
用
金
庫
西
支
店
新

白
信
ビ
ル
（
立
石
）
で
、「
第
22
回
中
山
義

秀
文
学
賞
贈
呈
式
・
受
賞
記
念
講
演
会
」

が
行
わ
れ
、
受
賞
作
「
眩く

ら
ら

」
の
作
者
で
、

直
木
賞
作
家
の
朝あ

さ
い井
ま
か
て
さ
ん
に
賞
状

と
副
賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
後
の
記
念
講
演
会
で
は
、
朝
井

さ
ん
が
「『
眩
』
の
舞
台
裏
～
あ
る
小
説

が
で
き
る
ま
で
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
一
枚

の
絵
と
の
出
会
い
が
執
筆
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
こ
と
や
作
品
中
の
人
物
像
な
ど
を

解
説
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
後
の
サ
イ
ン
会
に
は
、
多
く
の

来
場
者
が
列
を
作
り
ま
し
た
。

　
２
月
18
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白
河

（
新
白
河
駅
前
）
で
、
ご
当
地
検
定
「
し

ら
か
わ
検
定
」
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
か

ら
80
代
ま
で
約
２
０
０
人
が
受
験
し
ま
し
た
。

　
白
河
の
歴
史
や
伝
統
を
再
発
見
し
て
も

ら
お
う
と
実
施
し
た
も
の
で
、
難
易
度
３

段
階
の
う
ち
、
今
年
度
は
腕
試
し
の
３
級

の
試
験
が
行
わ
れ
、
白
河
歴
史
の
手
引
き

「
れ
き
し
ら
」
入
門
編
か
ら
、
50
問
が
四

者
択
一
方
式
で
出
題
さ
れ
ま
し
た
。

　
合
格
者
に
は
合
格
証
の
ほ
か
オ
リ
ジ
ナ

ル
ピ
ン
バ
ッ
ジ
や
ス
テ
ッ
カ
ー
、
白
河
集

古
苑
、
翠
楽
苑
、
き
つ
ね
う
ち
温
泉
の
無

料
入
場
券
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　
１
月
28
日
・
29
日
の
両
日
、
大
信
地
域

で
「
星
空
観
察
・
雪
遊
び
体
験
ツ
ア
ー
」

が
開
か
れ
、
首
都
圏
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
と

同
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
約
60
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
信
地
域
交
流
促
進
協
議
会
が
展
開
し

て
い
る
都
市
農
村
交
流
事
業
の
第
３
弾
で
、

初
日
は
白
河
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
雪
だ
る
ま

作
り
な
ど
の
雪
遊
び
体
験
や
、
天
体
望
遠

鏡
で
夜
空
に
輝
く
冬
の
星
座
を
観
察
し
ま

し
た
。
２
日
目
に
は
大
信
公
民
館
で
餅
つ

き
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
つ
き
た
て
の
餅

を
食
べ
な
が
ら
地
元
の
方
と
交
流
を
図
り
、

白
河
の
冬
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
市
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
〝
ダ
ル
ラ
イ
ザ

ー
〟
の
主
演
映
画
「
ラ
イ
ズ
‐
ダ
ル
ラ
イ

ザ
ー 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｅ‐」
が
撮
影
中

で
す
。

　
こ
の
映
画
は
ダ
ル
ラ
イ
ザ
ー
誕
生
の
物

語
を
描
い
た
ア
ク
シ
ョ
ン
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
作
品
で
、
映
画
を
通
し
本
市
の
美

し
い
景
色
や
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
た
ち
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
内
各
所
で
撮
影

が
進
め
ら
れ
、
迫
力
あ
る
ア
ク
シ
ョ
ン
シ

ー
ン
も
全
て
市
民
の
方
が
演
じ
て
い
ま
す
。

　
撮
影
は
４
月
ま
で
行
わ
れ
、
映
画
の
公

開
は
夏
頃
に
な
る
予
定
で
す
。

映
画
「
お
と
め
桜
」
完
成
試
写
会

竹
中
直
人
さ
ん
ら
が
あ
い
さ
つ

消
費
者
教
育
講
演
会
を
開
催

元
巨
人
軍
宮
本
さ
ん
が
予
防
策
を
熱
く
語
る

第
22
回
中
山
義
秀
文
学
賞
贈
呈
式

執
筆
の
き
っ
か
け
を
明
か
す

ダ
ル
ラ
イ
ザ
ー
映
画
撮
影
中

多
く
の
市
民
が
エ
キ
ス
ト
ラ
で
出
演

星
空
観
察
・
雪
遊
び
体
験
ツ
ア
ー

冬
の
星
空
と
雪
の
交
流
を
楽
し
む

白
河
初
の
ご
当
地
検
定

第
1
回
し
ら
か
わ
検
定
開
催

▲軽妙なトークで笑いを誘う宮本さん

▲寒さを忘れ夢中で雪の中を駆け回る子供たち

▲舞台挨拶の様子

▲講演をする朝井さん

▲しらかわ検定３級に臨む受験者の様子

▲撮影に臨む主演のダルライザー

Topicｓ
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　現在、４館で50の教室を開講し、延べ950人の受
講生が、年間８回から12回の講座に参加しています。
　「万葉集」「サイエンス」「地理」など専門的な教室や、
「パドル健康体操」「トレッキング」など健康増進を図
る教室など、多岐にわたっています。
　小学生や高齢者を対象とする教室もあり、利用者に
あわせたメニューがそろっています。

　カルチベは「今を活
い

き活き」をテーマに「今活サー
クル」として平成23年度にスタートしました。その
後「才能を磨く、友情を深める」と言った意味を持つ
「c

カ ル チ ベ イ ト

ultivate＝カルチベ」に名を改めました。
　毎回テーマを変え、一年を通して様々な分野の学習
や体験をします。活動を通し新たな趣味や自分の中の
隠れた才能を発見できるかもしれません。そして同世
代との素敵な出会いもあります。

フライングディスク講座５ 月14日 ㈰
座禅修行（黒羽山大雄寺）６ 月25日 ㈰

陶芸制作９ 月24日 ㈰
コーヒー講座／日本酒講座10月22日 ㈰
イタリアン・フレンチクッキング11月13日 ㈪
ロマンチック美術館巡り12月10日 ㈰
スキー＆スノーボードスクール１ 月21日 ㈰

檜原湖カヌー体験８ 月27日 ㈰

　元大学教授やテレビでもなじみのある方、地元の達
人など知識や経験豊富な講師陣が、学ぶ意欲にあふれ
る受講生の期待に応えています。
　豊富な教材・資料、プロジェクター映像を活用して
の講義や、体を動かしながらのエクササイズが、受講
生の意欲をさらに高めています。

　これまで文化財、自然探勝、
音楽鑑賞、サイエンス、日曜
午後のサロンなどの教室に参
加してきました。地域文化・
自然に触れ、地域の方々との
交流が動機でしたが、受講と
話題提供双方の立場から楽し
い時間をいただいています。
　地域で生まれ育った方、移
住してきた方、それぞれに学

　気軽に参加できて、色々な
体験ができる面白いサークル
です。ちょっとした小旅行か
ら、腰を据えての小間物造り
など、活動の幅は広い方ですね。
　見聞を広げた
い人は参加の価
値ありです！

ぶ点も多く、相互の交流を深める上で大いに貢献して
いると感じています。公民館を核として、年齢を越え
生涯を通した文化教育活動がますます発展することを
期待しています。
※堀内さんは「サイエンス教室」の講師でもあります。

堀
ほりうち

内弘
ひろゆき

之さん

石
いしかわ

川泰
や す し

士さん

■豊富なメニュー

■「青年サークル・カルチベ」 ■平成29年度の活動プログラム

■充実の講師陣

■受講生の声

■受講生の声

　はがき１枚につき、５人まで受け付けます。次の必要
事項を記入し、ご予約ください（３月29日㈬必着）。

　１回の予約につき、５人まで受け付けます。
　専用サイト（http://www.fukushimasakura.
jp/2017/）から申し込みください。

■往信用
　▷表面（宛名側）
　　961-8602　白河市八幡小路７- １白河市 観光課 宛
　▷裏面（白紙側）
　　①代表者の氏名・性別・年齢　②同行者の氏名・性
　　別・年齢　③電話番号　④希望時間（第３希望まで）
■返信用
　▷表面（宛名側）　代表者の郵便番号・住所・氏名
　▷裏面（白紙側）　何も記入しないでください。

往復はがき

インターネット

日 時

会 場

予約方法

入 場 料

公民館教室の紹介 受講生募集中 !!
新年度（平成 29 年度）

若者サークル活動中!様々な経験と出会いを!! ４月８日 ㈯ ※完全予約制

※臨時駐車場からシャトルバスを運行
　予定。
※南湖公園内には駐車できません。

※先着順で「往復はがき」もしくは「イン
　ターネット」から予約できます。

南湖公園特設会場

無　料

問本庁舎観光課　内2216

▷１回目：午後６時45分～７時５分
▷２回目：午後７時30分～７時50分
▷３回目：午後８時15分～８時35分
▷４回目：午後９時～９時20分

fukushimaさくらプロジェクト

2017

※詳しくは、今月お届けする募集案内を 
　ご覧ください。

～白河花かがり～
コミネスでのプロジェクションマッピングから１年。
今年は、南湖公園が満開の花で包まれる―

　今年で５年目となるfukushimaさくらプロジェクト
「はるか」が昨年に引き続き、本市で開催されます。
　日本最古の公園と言われる南湖公園で、新たな春の訪
れを、ウォータースクリーンの映像やNHKの復興支援ソ
ング「花は咲く」など、光と水と音の演出で表現します。
南湖の水面に映る満開の花をお楽しみください。

　市内の4つの公民館（中央・表郷・大信・東）は、社
会教育および生涯学習の拠点として、多くの市民の皆さ
んに利用されています。
　今月号では、平成29年度受講生の募集に先立ち、教室
の様子を紹介します。

主催：fukushimaさくらプロジェクト
共催：白河市
後援：福島県
制作企画：NHKエンタープライズ
協力：ふくしまDC県南推進協議会／白河商工会議
　　　所／白河Fun humans／南湖共栄会／（公財）
　　　白河観光物産協会／JR東日本仙台支社

　ポンプで吸い込んだ水を特殊
ノズルから噴き出して作る水幕
スクリーンのことで、平面への
投影とは違ったダイナミックで
幻想的な映像を映し出すことが
できます。

《ウォータースクリーンとは》

▲南湖公園の「はるか」

活動状況などブログで発信中！！
「人生にカルチベを」▶

▲ネイチャートレッキング
（日光戦場ヶ原）

▲白河だるま絵付け体験
（渡辺だるま）

問中央公民館☎�3810 ／表郷公民館☎�
2526 ／大信公民館☎�2511 ／東公民
館☎�3159



65歳以上の全ての人が対象
サービス利用の相談

要介護認定等申請

要支援１・２

介護予防・生活支援サービス事業
（訪問型・通所型） 一般介護予防事業

基本チェックリスト実施 一般介護予防

非該当 非該当

区　　分 自動車税（県税） 軽自動車税（市税）

分　　類

▷251cc以上のバイクを
　所有している方

▷126cc以上250cc以下のバ
　イクを所有している方
▷軽自動車を所有している方

▷原動機付き自転車
▷125cc以下のバイク
▷小型特殊自動車を所
　有している方

注意事項

◎納税通知書は５月上旬に発
　送する予定です。  
◎被災された方は、減免等の対
　象になる場合があります。

◎軽自動車税には月割課税はありません。
　４月２日以降に名義変更しても１年分の軽自動車税が課税されます。
◎納税通知書は５月中旬に発送する予定です。

移転・抹消登
録などの窓口

福島運輸支局登録部門
☎050-5540-2015
白河自家用自動車協会
☎㉓3850

福島運輸支局登録部門
☎050-5540-2015
白河自家用自動車協会
☎㉓3850

軽自動車検査協会（軽自動車）
☎050-3816-1837
県軽自動車協会（バイク）
☎024-546-2577
白河自家用自動車協会
☎㉓3850

本庁舎税務課
　内2121・2122
各庁舎地域振興課　　
　表郷☎㉜2112
　大信☎㊻2113
　東　☎㉞2112問い合わせ先 県南地方振興局県税部

課税第二チーム☎㉓1519

種類 内容

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

介護予防訪問型
（現行相当）

▷日常的な家事援助（掃除、  
　洗濯、調理、買い物など）
▷身体介護（服薬管理、入浴
　の見守り、食事介助など）

介護予防生活支援
（Ｈ29.6開始）

▷日常的な家事援助（掃除、洗
　濯、調理、買い物など）
（シルバー人材センターによ
　るサービスの提供）

通
所
型
サ
ー
ビ
ス

介護予防通所型
（現行相当）

▷入浴・食事などの介護、日
　常生活上の支援、機能訓練
▷利用時間　３時間以上

介護予防運動
機能向上通所型

▷機能訓練指導員による運動
　機能訓練
▷利用時間　２時間～３時間

総合事業サービス利用の流れ

介護予防・生活支援
サービス事業対象者
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お知らせ
Ｎｅｗｓ

お知らせ
Ｎｅｗｓ

４月から「介護予防・日常生活支援総合事業」が始まります
体や心などのことで、日常生活に不安はありませんか？

もうお済みですか？自動車、
軽自動車の変更手続き

問本庁舎高齢福祉課　内2724問本庁舎税務課　内2128・2129

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ２

「介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）」
ってなに？
　要支援認定を受けている人や生活機能が低下し
てきた人が、要介護状態になることを防ぎ、活動
的で生きがいのある生活を送るための事業です。
　総合事業では、65歳以上のすべての人を対象と
する「一般介護予防事業」と、これまで要支援１
・２に認定された人を対象としてきた「訪問介護」
と「通所介護」に市独自のサービスを加えた「介
護予防・生活支援サービス事業」を総合事業とし
て実施します。

■一般介護予防事業
《対象者》
◦65歳以上のすべての人
《事業内容》
◦介護予防に関する講演会など
◦高齢者サポーターによる高齢者あったかサロン
◦介護支援いきいき長寿ポイント事業

■介護予防・生活支援サービス事業
《対象者》
◦要支援１・２の認定を受けた人
◦基本チェックリストで、生活機能の低下が見ら
　れ、事業対象者と判断された65歳以上の人
《事業内容》

　使用していない、住所が変わった、他人に譲渡
したなど、登録内容に変更が生じた場合は、３月
末までに必ず所定の手続きをしてください。
　移転や抹消の登録が行われていないと、平成29
年度分も今年度と同様に課税されることになりま
すので、ご注意ください。　自動車税、軽自動車税は、毎年４月１日現在の

車検証に登録されている内容で課税されます。

■利用手続きの簡素化
　総合事業の訪問型・通所型サービスのみを利用
する場合は、要支援認定を受けなくても基本チェ
ックリストの確認で利用の決定ができ、サービス
利用の手続きが簡単になります。

■よくある質問
現在、介護予防サービス（ホームヘルプ・デ
イサービス）を受けていますが、総合事業は

現行の介護予防サービスと変わるのですか？

これまでと同様にサービスを受けることがで
きます。

総合事業開始後は、要介護（要支援）認定を
受けられないのですか？

今までどおり、認定を受けることができます。
また、福祉用具貸与・購入、住宅改修、通所

リハビリテーションなどの利用を希望する場合に
は、これまでどおり要介護（要支援）認定を受け
る必要があります。

お知らせ
Ｎｅｗｓ ゴミの適切な分別と排出

問本庁舎生活環境　内2165

　ごみ集積所は、利用する地域単位での管理とな
っていて、違反ごみが出されると、管理をする方
に多大な迷惑が掛かります。
　違反ごみをなくし、市民の皆さんが気持ち良く
利用できるよう、また、環境保全のためにも、ご
みの適正な「分別」と「排出」にご協力をお願い
します。
《ごみの出し方》
　ごみは指定袋に入れて収集日の午前８時30分ま
でに、指定の集積所に出してください。
　粗大ごみは、クリーンセンターに自己搬入する
か戸別収集により処分してください。

《集積所に出せないごみ》
　法律で、次のごみは集積所に出すことができま
せん（細かく砕いても回収できません）。それぞれ

の処分方法に従い、正しく処分してください。
◦テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機・
　エアコン
　　処分の際にはリサイクル券が必要となります。
　郵便局でリサイクル券を購入のうえ、自己搬入
　または戸別収集により処分してください。
◦農薬の空容器  
　　家庭菜園やガーデニングなどで使用した農薬
　の空容器は、本庁舎生活環境課または各庁舎地
　域振興課で無料回収しています。
　　キャップや容器をしっかりと洗浄したうえで、
　毎月１日または15日（休日の場合は翌日）に持
　参してください。

《平成29年度ごみ収集カレンダー》
　ごみの収集日や分別の方法が分かる「ごみ収集
カレンダー」を町内会を通じて各家庭へ配布して
います。
　カレンダーは、本庁舎生活環境課・各庁舎地域
振興課（表郷☎�2112　大信☎�2113　東☎�
2112）にもありますので、必要な方は各窓口に
お越しください。

Q

A

A

Q
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バターは塩気のあるやつがいいみでだよ
バナナの甘さが引きたんつんだって

人形焼きにな
ったワン！
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ラウンジ　～様々な情報をお届け～

中山義秀記念作文コンクール表彰式２月14日／中山義秀記念文学館（大信町屋）

第22回白河市東音楽フェスティバル
２月５日／東文化センター（東釜子）

Ｓｎａｐｓｈｏｔ
話題を写真で紹介！

豆まき会
２月２日／小田川幼稚園（泉田）

　２月11日、恒例の白河だるま市が晴天のもと、市内
の天神町・中町・本町の目抜き通りで行われ、大勢の
市民や観光客など約15万５千人が訪れました。
　多くの来場者であふれた「だるま市」での話題をお伝えします。

　台湾の人気女性ブロガーとそ
のファンの方８人が本市を訪れ、
だるま市を楽しみました。
　これは県内の観光地を台湾の
方に知ってもらおうと県が企画
したもので、一行は白河だるまの
写真を撮影するなど、日本の文
化に興味津々の様子でした。

台湾の人気ブロガーがだるま市を訪問

白河ユネスコ協会「だるま市街頭募金」

ダルライザーとしらかわんが人形焼きに！！

荒
あ ら い

井政
まさみち

道さん（関辺引目橋）
　　大正６年１月26日生まれ

永
ながやま

山ツルさん（大信増見）
　　　　　　大正６年２月１日生まれ
人
ひ と み

見マチイさん（新夏梨）
大正６年２月11日生まれ

　白河ユネスコ協会では、中央
公民館（天神町）入口付近で、
毎年恒例の「だるま市街頭募
金」を実施しました。当日は好
天に恵まれ、多くの方から総額
179,654円の浄財が寄せられま
した。
　お寄せいただいた善意は、発
展途上国の人々が読み書きを学
ぶ「世界寺子屋運動」や市の文
化財、世界文化遺産の保存など
に役立てられます。

　市の公認キャラクター「ダル
ライザー」と「しらかわん」が
人形焼きになって登場しました。
　今後市のイベントなどで販売
が予定されておりますので、見
かけた際にはぜひお買い求めく
ださい。

▲台湾から訪れた
　人気ブロガーの
　賴

ライ

郡
グン

萱
ケン

（ニック
　ネーム：マーガ
　レット）さん
（前列右端）たち

　今後も市の情報や皆さんの知りた
い話題が詰まった、分かりやすい広
報紙を目指します。

「広報しらかわ」８月号が佳作にエル白河の「えごまチーズブレッド」が
を受賞！金賞

もっと
おもし

ろくね
！

写真を
上手に

！

がんば
って！

授産施設新製品（商品）開発コンクール 県市町村広報コンクール

　２月10日、社会福祉法人優樹福
祉会事務局長の徳

と く だ

田芳
よ し え

江さんたち
が、県授産事業振興会の平成28年
度授産施設新製品開発コンクール食
品の部で、２年連続の金賞を受賞し
たことを報告に訪れました。
　今回、同会が運営する地域生活サ
ポートセンターエル白河で製造し
ている「福島県産えごまチーズブ
レッド」が評価されたものです。

▲左から新井さん、小林さん、鈴木市長、
　徳田さん、松本さん

▲「えごま」が練り込まれた
　えごまチーズブレット

100歳
　おめでとうございます

話題レポート

だるま市レポート



【りぶらん】☎�3250
▷開館時間　
　平日／10：00～20：00　
　土・日・祝日／９：30～18：00
▷休館日　
　月曜日、第１水曜日
　※祝日の場合は開館し、翌日
　　は休館　
【表郷図書館】☎�4784
▷開館時間　
　10：00～18：00
▷休館日　
　祝日、火曜日、第１水曜日
《おはなし、よんで！》
　毎週水・土曜日／随時　　
　※０歳～小学生対象
【大信図書館】☎�3614
▷開館時間　
　10：00～18：00
▷休館日　
　月曜日、第１水曜日、祝日の
　翌日
《絵で見るお話の会》
　３月はお休みです。
【東図書館】☎�1130　
▷開館時間　
　10：00～18：00
▷休館日　
　祝日、火曜日、月末日
《図書館で遊ぼう》
　毎日／視聴覚室使用日を除く
　※０歳～７歳対象
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Library information

～新刊の一部を紹介～

アルファ碁はなぜ人間に勝
てたのか

ショコラ　歴史から消し去られ
たある黒人芸人の数奇な生涯

ジェリーフィッシュは凍ら
ない

ばあばは、だいじょうぶ

かんたんクッキング12か月②
３月＆４月ひなまつりとお花見

斉藤康己

ジェラール・ノワリエル

市川　憂人

楠　章子　作

トモコ＝ガルシア　作

　昨年、Googleが開発したプ
ログラム・アルファ碁が世界
トップクラスの棋士イ･セドル
九段に勝ち、ＡＩの強さを印象
づけました。ＡＩの仕組みと可
能性を解説する一冊です。

　20世紀初頭、フランスで有名
だった黒人芸人ショコラ。彼の
資料はあまり残されておらず、
没後100年が経ち、ようやくそ
の生涯が明らかになりました。
映画の原案でもある一冊です。

　特殊技術で開発された小型飛
行船・ジェリーフィッシュ内部、
そして地上からの捜査、二つの視
点から描かれるミステリー小説
です。航行試験中、閉鎖された艇
内で起きた事件の真実とは。

　いつも「だいじょうぶだよ」と
言ってくれるばあばが、「わすれて
しまう」病気になってしまいまし
た。病気と向き合う少年の成長
が感じられるお話です。

　15分～40分ほどで作れる、
簡単でかわいいレシピがいっ
ぱいです。これからの季節に
ピッタリなものばかりなので、
ぜひ挑戦してみてください。

⃝一般図書

りぶらん
市立図書館

⃝

映
画
上
映
案
内

　
市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん
多
目
的
ホ
ー
ル

で
上
映
さ
れ
る
映
画
で
、
入
場
無
料
で
す
。

《
大
人
向
け
》

▽
内
容　
「
ヘ
ア
・
ス
プ
レ
ー
」

▽
日
時　
３
月
29
日
㈬
／
午
後
６
時
～
８
時

▽
内
容　
「
剣
客
商
売
ス
ペ
シ
ャ
ル
～
春

の
嵐
」

▽
日
時　
４
月
１
日
㈯
／
午
後
1
時
30
分

～
３
時
05
分

《
子
ど
も
向
け
》

▽
内
容　
「
日
本
の
昔
ば
な
し　
ね
ず
み

経
ほ
か
」

▽
日
時　
３
月
29
日
㈬
／
午
後
１
時
30
分

～
２
時
10
分

⃝

子
ど
も
向
け
催
し
案
内

　
お
は
な
し
の
小
屋
で
行
っ
て
い
ま
す
。

《
ち
び
っ
こ
お
は
な
し
の
く
に
》

▽
日
時　
４
月
６
日
㈭
／
午
前
11
時
～
11

時
30
分

▽
対
象　
０
歳
～
３
歳
程
度

《
お
は
な
し
会
》

▽
日
時　
３
月
25
日
㈯
、
４
月
８
日
㈯
／

午
前
11
時
～
11
時
30
分

▽
対
象　
３
歳
～
小
学
生
程
度

⃝

本
の
展
示

　
毎
月
、
季
節
に
合
わ
せ
た
本
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
大
人
向
け
は
３
月
は
休
み
と
な
り
ま
す
。

《
子
ど
も
向
け
》

▽
テ
ー
マ　
「
た
く
さ
ん
の
お
友
達
と
出

会
え
る
季
節　
あ
た
た
か
い
春
が
や
っ
て

き
た
！
」

　
卒
業
や
入
学
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
に

出
会
え
る
季
節
で
す
ね
。
み
ん
な
ド
キ
ド

キ
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
か
な
。

　
卒
業
・
入
学
や
、
待
ち
に
待
っ
た
春
の

季
節
に
関
す
る
お
話
を
集
め
ま
し
た
。

⃝

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

《
特
別
整
理
期
間
の
お
知
ら
せ
》

　
蔵
書
の
状
態
確
認
・
調
査
の
た
め
、
各

館
ご
と
に
特
別
整
理
を
実
施
し
ま
す
。
期

間
中
は
休
館
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
大
信
図
書
館　
３
月
２
日
㈭
ま
で

▽
東
図
書
館　
３
月
１
日
㈬
～
７
日
㈫

▽
り
ぶ
ら
ん　
３
月
４
日
㈯
～
16
日
㈭

《
特
別
整
理
期
間
に
で
き
る
こ
と
》

▽
本
の
返
却
（
館
外
２
か
所
に
あ
る
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
蔵
書
検
索
・
予

約
（
本
が
受
け
取
れ
る
の
は
特
別
整
理
期

間
終
了
後
と
な
り
ま
す
）

（
例
）
り
ぶ
ら
ん
の
本
を
３
月
４
日
に
予

約
し
た
場
合
、
受
け
取
れ
る
の
は
３
月
17

日
以
降
で
す
。

　
《
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
返
却
す
る
際
の
お
願
い
》

　
り
ぶ
ら
ん
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
、「
本
の

返
却
」
と
「
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
返
却
」
が

分
か
れ
て
い
ま
す
。
返
却
口
に
入
れ
る
際

は
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
表
郷
・
大
信
・
東
図
書
館
に
は
、「
Ｃ
Ｄ

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
返
却
」
用
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
手
数
で
も
窓
口
で
直

接
返
し
て
い
た
だ
く
か
、
り
ぶ
ら
ん
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

⃝チケット販売・問い合わせ先　コミネス☎�5300

⃝児童図書

⃝その他のイベント情報・詳細はホームページをご
　覧ください。http://www.cominess.jp

　５月27日㈯に小峰城城山公園にて開催する「白
河スーパー薪

たきぎ

能
の う

」に使用する能舞台の完成を記念し、
能楽師の方々と能舞台「納品の儀」を行います。
▷日　時　３月27日㈪／午後１時30分開演（予定）
▷場　所　コミネス北側駐車場
▷出演者　能

の う が く し

楽師観
かんぜりゅう

世流／松
まつ や ま た か お

山隆雄、山
やま

中
なか が

晶
しょう

、松
まつやま

山隆
たかゆき

之
▷内　容　能のお話、連

れんぎ ん

吟「四
し か い な み

海波」、仕
し ま い

舞「船
ふなべ ん け い

弁慶」
▷入場料　無料

　脚本・演出・出演などをすべて高校生が行う上演
時間20分以内の短編演劇競技会。
▷日　時　３月26日㈰／午前10時10分開会
▷場　所　コミネス大ホール
▷参加団体　大沼高演劇部（前回優勝）等９団体
▷入場料　300円（記念品付）　※当日受付にてお
　　　　　支払いください

《組立式能舞台  「納品の儀」》

《第２回ハイスクール劇王　～高校生短編演劇競技大会～》

コミネス３月の自主事業

　アルパ奏者の池
いけ や ま

山由
ゆ か

香さんとフルー
ト奏者の篠

しの は ら

原梨
り え

恵さんによるクラシッ
クコンサートを開催します。
▷日　時　４月19日㈬／午後２時
　　　　　開演
▷場　所　コミネス小ホール
▷出演者　アルパ奏者「池山由香」、
　　　　　フルート&オカリナ奏者
　　　　　「篠原梨恵」
▷入場料　500円　※全席自由
▷発売日　３月13日㈪／午前９時から

《ワンコイン・昼コンサート　Vol.2》



８代阿
あ べ

部正
ま さ つ ね

識筆　七
し ち ご ん

言詩
し

（白河集古苑蔵）

  古
こ

今
き ん

雛
び な

（白河市歴史民俗資料館蔵）

19 18

Facilities information

施 設 情 報

▶歴史民俗資料館（中田7-1 ／☎�2310）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後４時
◦休館日　毎週月曜日（３月20日㈷は開館し、
　　　　　翌21日㈫は休館）
◦入館料　無料
【催し案内】
◇平常展示　「白河の歴史と文化」
◇コーナー展示　「だるまとひな人形」
◦会　期　３月５日㈰まで

▶白河集古苑（郭内1-73 ／☎�5050）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後４時
◦休館日　毎週月曜日（３月20日㈷は開館）
◦入館料　大人320円（250円）／小中高生100円（80円）
　　　　　※（　）は20人以上の団体料金
　　　　　※毎週土曜日は小中高生無料
※展示替えのため、３月21日㈫から23日㈭まで
　休館します。
【催し案内】
◇阿部家名品館
　「伝来の遺宝と阿部家歴代」
◦会　期　３月20日㈷まで

　
文
政
６
年
（
１
８
２
３
）
の
三

方
領
知
替
え
に
よ
り
阿
部
家
が
白

河
藩
主
と
な
り
ま
す
。
高
久
隆
古

は
、
こ
の
阿
部
家
家
老
の
川
勝
家

に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
10
代
の
頃
か
ら
好
ん
で
絵
を
描

い
て
い
ま
し
た
が
、
素
行
が
悪
く

家
を
勘
当
さ
れ
ま
す
。
放
浪
の
の

ち
江
戸
に
出
て
、
谷
文
晁
の
門
人

で
あ
る
依よ

だ田
竹ち

っ
こ
く谷
に
入
門
し
ま
し

た
。
20
代
で
京
に
上
り
、
復ふ

っ
こ古
大や

ま

和と

絵え

は派
（
古
典
的
な
大
和
絵
の
再

興
を
目
指
す
）
の
絵
師
・
浮う

き

田た

一い
っ

蕙け
い

に
師
事
し
ま
し
た
。
江
戸
に
戻

っ
た
後
は
評
判
が
高
ま
り
、
の
ち

に
実
家
の
勘
当
も
解
か
れ
ま
し
た
。

《
高
久
家
の
養
子
へ
》

　

天
保
14
年
（
１
８
４
３
）、
文

晁
門
弟
の
高た

か
く久
靄あ

い
が
い厓
が
跡
継
ぎ
な

く
急
死
し
、
周
囲
の
す
す
め
で
高

白
河
歴
史
人
物
伝

幕
末
日
本
を
歩
い
た
白
河
ゆ
か
り
の
絵
師

高た

か

く久
隆り

ゅ
う
こ古

Vol.11

久
家
の
養
子
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
隆
古
自
身
は
必
ず
し
も
こ

の
縁
組
を
望
ん
で
は
い
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。

《
旅
と
交
友
》

　
隆
古
は
、
京
都
の
他
、
名
古
屋

や
関
東
、白
河
な
ど
を
旅
し
、様
々

な
人
物
と
交
流
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
文
晁
門
弟
の
渡わ

た

辺な
べ

崋か

山ざ
ん

に
私

淑
し
、
ま
た
坂
下
門
外
の
変
に
関

わ
っ
た
尊
皇
家
・
大お

お

橋は
し

訥と
つ

庵あ
ん

と
交

流
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
交
友

の
中
で
、
南
画
、
大
和
絵
、
崋
山

風
の
花
鳥
人
物
画
な
ど
の
幅
広
い

画
風
を
深
め
た
の
で
す
。

　
晩
年
に
は
佐
原
（
千
葉
県
香
取

市
）
を
訪
れ
、
半
年
滞
在
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
佐
原
か
ら
江
戸
へ

の
帰
途
、
病
気
で
急
死
し
、
江
戸

谷
中
の
天
龍
院
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

実
家
・
川
勝
家
の
墓
は
白
河
市
の

妙
関
寺
に
あ
り
ま
す
。

シ 

リ
ー
ズ
で
学
ぶ

問
文
化
財
課
☎
�
２
３
１
０

(

１
８
１
０
～
１
８
５
８)

白河で活躍するALT（外国
語指導助手）を紹介！

ガーキー・マイケル・リー先生
（アメリカウィスコンシン州）
問本庁舎学校教育課　内2365

▲趣味で描いた水彩画（金勝寺橋）

ラーメン大好き！

英語で一言！
A
オ ル ウ ェ イ ズ

lways l
ル ッ ク

ook o
オ ン

n t
ザ

he b
ブ ラ イ ト

right 
s

サ イ ド

ide.
（いつも明るい面を見て前向きにいこう）

　企画展　「桜・さくら」
◦会　期　３月24日㈮から
◇結城家古文書館
　「重要文化財　白河結城家文書と中世の美術」
　ミニテーマ展
　「江戸時代の結城家－結城家のその後ー」

▶マイタウン白河（本町２／☎�7595）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後９時
【催し案内】
◇第９回白河・那須文化交流美術展
◦開催期間　４月10日㈪～16日㈰

▶中山義秀記念文学館（大信町屋字沢田25 ／☎㊻3614）
【利用案内】
◦開館時間　午前10時〜午後６時（土・日・祝日
　　　　　は午後５時まで）
◦休館日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
◦入館料　大人200円／小中高生100円
【催し案内】
◇移動展
◦内　容　企画展展示物や資料の展示
◦期　間　３月２日㈭～11日㈯／表郷図書館

▶大信公民館（大信増見字北田58 ／☎㊻2511）
◇ロビー展
◦開催期間　３月１日㈬～29日㈬
◦内　容　第234回大信書道教室作品展

▶東文化センター（東釜子字狐内47 ／☎㉞1131）
◇カラオケ歌仲間春の唄祭り
◦日　時　３月12日㈰／午前８時30分から
◦入場料　500円
問カラオケ歌仲間実行委員会事務局☎090-878
　9-6071
◇県歌謡協会県南支部マスターズ予選会
◦日　時　３月26日㈰／午前９時～午後４時
◦入場料　無料
問県歌謡協会県南支部　森

も り

・緑
みどりかわ

川☎㉞3074

▶翠楽苑（南湖公園内／☎㉓6888）
◇津軽三味線L

ラ イ ブ

ive「ザ・津軽2017　春よ来い」
◦日　時　３月５日㈰／午後１時～２時
◦入場料　前売券 1,000円／当日券 1,200円
　　　　　※100人限定

Hello,fro
m

Around 
the World

ALT通信
で、家族と週末などよく食べに行
きます。おすすめのお店があった
らぜひ教えてください。
　皆さんどうぞよろしくお願いし
ます。（次回に続く）

　皆さんこんにちは。私は昨年７
月に、アメリカ合衆国の中西部、
五大湖地域にあるウィスコンシン
州から来ました。この州は祖先に
ドイツ系移民が多いことからチー
ズやソーセージ、ビールなどが有
名です。そして白河の冬も寒いで
すが、私の故郷ではマイナス20℃
にもなるので冬の寒さは平気です。
　趣味は芸術鑑賞と絵を描くこと
で、休日には風景画などを描いて
います。白河は緑が多く、故郷と
似た雰囲気なのがお気に入りです。
日本独自の文化やお祭りも興味が
あり、昨年は提灯祭りに参加して
お神

み こ し

輿も担ぎました。
　また、日本のラーメンが大好き

江
戸
の
著
名
人
の
紹
介
本
。
隆
古
は
「
画
の

さ
ま
は
人
の
し
り
た
る
筆
の
あ
や
さ
れ
ば
其

名
は
江
戸
に
高
久
」
と
評
さ
れ
、
絵
師
と
し

て
高
い
評
判
を
得
て
い
ま
す
。

伊勢物語・西行物語図屏風（白河市
歴史民俗資料館蔵）

『現存雷名江戸文
人寿命附』嘉永３
年（1850）版



募
集

春
の
ぐ
る
り
白
河
文
化

遺
産
ツ
ア
ー

就
学
の
た
め
転
出
さ
れ
る

国
保
被
保
険
者
の
方
へ

し
ら
か
わ
介
護
福
祉
専

門
学
校
生
徒

案
内

下
水
道
供
用
開
始
区
域

の
縦
覧

高
齢
者
向
け
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
申
請
受
付

国
税
専
門
官
採
用
試
験

（
大
学
卒
業
程
度
）

引
っ
越
し
た
ら
住
民
票

を
移
し
ま
し
ょ
う

国
の
教
育
ロ
ー
ン

介
護
支
援
い
き
い
き
長

寿
ポ
イ
ン
ト
事
業

固
定
資
産
税
の
縦
覧
制
度

県
政
相
談

福
島
県
の
最
低
賃
金

　
◦
受
験
資
格　
高
卒
以
上
（
見
込

可
）

◦
定
員　
40
人

◦
試
験
日　
３
月
17
日
㈮

◦
試
験
方
法　
高
卒
者
（
作
文
）、

社
会
人
（
一
般
教
養
筆
記
）、
全

員
に
面
接
と
Ｙ
‐
Ｇ
性
格
検
査

◦
申
込
期
限　
３
月
14
日
㈫
ま
で

※
募
集
要
項
等
を
ご
希
望
の
方
は
、

電
話
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
資
料
請

求
欄
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

し
ら
か
わ
介
護
福
祉
専
門
学
校
☎

�
１
２
９
４

《
ツ
ア
ー
》

　
ま
ち
な
か
に
残
る
歴
史
的
な
建

造
物
や
寺
院
に
伝
わ
る
美
術
品
を

見
学
し
ま
す
。

◦
日
時
　
４
月
８
日
㈯
／
午
前
９

時
～
午
後
０
時
30
分

◦
テ
ー
マ
　
歴
史
的
建
造
物
と
仏

教
美
術
め
ぐ
り

◦
定
員　
40
人　
※
先
着
順

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係
☎
０
２
２
︲
２
６
３
︲
１

１
１
１

　　
４
月
１
日
か
ら
、
新
し
く
供
用

開
始
に
な
る
区
域
の
縦
覧
を
行
い

ま
す
。

◦
日
時　
３
月
16
日
㈭
～
31
日
㈮

／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分　
※
平
日
の
み

◦
会
場　
本
庁
舎
下
水
道
課

◦
対
象
区
域
　
鬼
越
の
一
部
、
影

鬼
越
の
一
部
、
西
大
沼
の
一
部

問
本
庁
舎
下
水
道
課　
内
２
２
３

２
　
平
成
28
年
度
中
に
た
ま
っ
た
ス

タ
ン
プ
の
「
ポ
イ
ン
ト
付
与
」
お

よ
び
付
与
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
換

金
す
る
「
活
用
の
申
し
出
」
の
受

付
を
４
月
か
ら
行
い
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間
　
４
月
３
日
㈪
～
５

月
31
日
㈬
／
午
前
８
時
30
分
～
午

参
し
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

卒
業
等
に
よ
り
学
生
で
な
く
な
っ

た
場
合
に
は
、
マ
ル
学
被
保
険
者

証
を
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
非

該
当
の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　
内
２
１

７
２

　
県
で
は
、
県
政
に
関
す
る
相
談

や
要
望
、
県
民
生
活
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

◦
相
談
時
間　
月
曜
日
～
金
曜
日

（
祝
祭
日
を
除
く
）
／
午
前
９
時

～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

◦
相
談
場
所　
県
南
地
方
振
興
局

県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

問
県
南
地
方
振
興
局
☎
０
１
２
０

︲
８
９
９
︲
７
２
３

◦
時
間
額　
７
２
６
円
（
平
成
28

年
10
月
１
日
発
効
）
※
パ
ー
ト
や

ア
ル
バ
イ
ト
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
産
業
別
最
低
賃
金
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
島
労
働
局
賃
金
室
☎
０
２
４

︲
５
３
６
︲
４
６
０
４

　
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
う
ち
、
次
の
事
業
は
毎

年
申
請
が
必
要
で
す
。
平
成
29
年

度
分
の
申
請
受
付
を
４
月
３
日
㈪

か
ら
開
始
し
ま
す
の
で
、
本
庁
舎

高
齢
福
祉
課
、
各
庁
舎
地
域
振
興

課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
事
業
名
　
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ

ッ
サ
ー
ジ
等
施
術
費
助
成
事
業
／

要
介
護
高
齢
者
巡
回
理
・
美
容
券

交
付
事
業
／
在
宅
高
齢
者
介
護
用

品
支
給
事
業　

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　
内
２
７

２
２

　　
縦
覧
制
度
と
は
、
納
税
者
が
市

内
に
所
在
す
る
他
の
土
地
や
家
屋

の
評
価
額
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
ら
所
有
し
て
い
る
土
地
や

家
屋
の
評
価
額
が
適
正
で
あ
る
か

判
断
で
き
る
よ
う
に
、
縦
覧
帳
簿

を
閲
覧
で
き
る
制
度
で
す
。

◦
縦
覧
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
５

月
１
日
㈪
／
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時　
※
平
日
の
み

出
証
明
書
を
添
え
て
、
引
っ
越
し

た
日
か
ら
14
日
以
内
に
転
入
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
届
出
義
務
者
　
本
人
ま
た
は
世

帯
主
、
親
権
者
、
代
理
人
（
委
任

状
必
要
）

◦
届
出
に
必
要
な
も
の
　
運
転
免

許
証
な
ど
顔
写
真
付
き
の
身
分
証

明
書
も
し
く
は
健
康
保
険
証
お
よ

び
診
察
券
な
ど　
※
住
基
カ
ー
ド
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
通
知
カ

ー
ド
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
必
ず

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
届
出
場
所
　
本
庁
舎
市
民
課
・

各
庁
舎
地
域
振
興
課
・
各
行
政
セ

ン
タ
ー
（
受
付
は
、
平
日
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

問
本
庁
舎
市
民
課　
内
２
１
５
９

／
各
庁
舎
地
域
振
興
課　
表
郷
☎

�
２
１
１
４　
大
信
☎
�
３
９
７

４　
東
☎
�
２
１
１
３

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
、

就
学
の
た
め
に
市
外
に
住
所
を
移

す
場
合
、
特
例
に
よ
り
学
生
用
の

被
保
険
者
証
（
マ
ル
学
被
保
険
者

証
）
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
マ
ル
学
被
保
険
者
証
の
交
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、
在
学
証
明

書
（
原
本
）
と
被
保
険
者
証
を
持

◦
縦
覧
で
き
る
方

▽
市
内
に
所
在
す
る
土
地
や
家
屋

に
対
し
て
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
納
税
者

▽
代
理
人
（
委
任
状
が
必
要
）

▽
法
人
の
社
員
（
委
任
状
が
必
要
）

※
窓
口
で
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◦
縦
覧
で
き
る
帳
簿

▽
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

▽
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

※
土
地
の
み
を
所
有
し
て
い
る
方

は
家
屋
の
帳
簿
は
閲
覧
で
き
ま
せ

ん
。
同
様
に
家
屋
の
み
を
所
有
し

て
い
る
方
は
土
地
の
帳
簿
は
閲
覧

で
き
ま
せ
ん
。

◦
手
数
料　
無
料

問
本
庁
舎
税
務
課　
内
２
１
３
１

　　
転
勤
や
就
職
・
進
学
な
ど
で
住

所
が
変
わ
る
場
合
に
は
、
住
所
異

動
の
届
出
が
必
要
で
す
。

《
異
動
の
手
続
き
》

◦
市
外
へ
の
転
出
　
引
っ
越
し
前

に
転
出
届
出
を
行
い
、
転
出
証
明

書
を
受
け
取
っ
て
、
引
っ
越
し
先

の
市
町
村
で
転
入
の
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
市
外
か
ら
の
転
入
　
引
っ
越
し

前
の
市
町
村
か
ら
受
け
取
っ
た
転

◦
参
加
料
　
５
０
０
円

《
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
》

　
名
所
や
寺
院
を
め
ぐ
る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
　
４
月
８
日
㈯
～
23
日
㈰

／
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦
内
容
　
す
べ
て
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
た
方
に
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
先
着
50
人
）

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　
内

２
７
４
６

　
◦
受
験
資
格　
昭
和
62
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
、
ま
た
は
平
成
８

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、
人
事
院
が
大
卒
者
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
た
方

◦
第
一
次
試
験
日　
６
月
11
日
㈰

◦
申
込
受
付
期
間　
３
月
31
日
㈮

～
４
月
12
日
㈬

◦
申
込
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
国
家

公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

（http://w
w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm

）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
め

な
い
場
合
は
、
申
込
受
付
期
間
前

に
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
ま
で

21 20

後
５
時
15
分　
※
平
日
の
み

◦
手
続
方
法　
い
き
い
き
長
寿
ポ

イ
ン
ト
手
帳
、
印
鑑
、
振
込
先
の

通
帳
を
持
参
の
う
え
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
☎
�
１
１
５

９
　
日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活

事
業
で
は
、
高
校
や
短
大
、
大
学

な
ど
に
入
学
・
在
学
中
に
必
要
な

資
金
の
貸
し
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
入
学
時
や
授
業
料
の
ほ
か
、
受

験
時
の
交
通
費
や
宿
泊
費
、
在
学

中
の
通
学
費
用
な
ど
に
も
利
用
で

き
ま
す
。

◦
融
資
額　
学
生
・
生
徒
１
人
に

つ
き
３
５
０
万
円
以
内

◦
利
率　
年
１
・
８
１
％
（
平
成

29
年
１
月
16
日
現
在
）

◦
返
済
期
間　
15
年
以
内

◦
返
済
方
法　
毎
月
元
利
均
等
返

済（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
）

※
在
学
期
間
内
は
利
子
の
み
の
返

済
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
︲
０
０
８
︲
６
５
６

くらしの情報館
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くらしの情報館

ま
ち
か
ど

案
内

通
学
路
安
全
点
検
結
果

の
公
表

フ
ク
シ
マ
に
心
を
寄
せ

た
５
人
の
画
家
展

こ
ど
も
座
禅
会

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

ふ
れ
あ
い
春
の
集
い
in

表
郷

田
久
保
先
生
講
演
会

白
河
司
法
書
士
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
（
無
料
）

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

交
通
遺
児
等
育
成
資
金

の
貸
し
付
け

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

関
山
山
開
き

井
戸
水
を
ご
利
用
の
皆

さ
ん
へ

土
砂
災
害
防
止
法
に
基

づ
く
調
査
結
果
の
公
表

専
業
主
婦
（
主
夫
）
の

年
金
手
続
き

山
火
事
に
注
意

個
人
住
宅
除
染
が
完
了

し
ま
し
た

市
バ
ス
の
運
行
見
直
し

ふ
れ
あ
い
農
園

村
で
す
。
異
な
る
市
区
町
村
に
転

出
し
た
方
で
、
住
民
票
を
移
し
て

い
な
い
、
ま
た
は
住
民
票
を
移
し

て
３
か
月
経
過
し
て
い
な
い
場
合

は
、
新
し
い
住
所
地
で
投
票
で
き

ま
せ
ん
。
住
民
票
は
、
選
挙
人
名

簿
な
ど
の
各
種
の
登
録
や
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
大
切
な
情
報

で
す
。
進
学
や
就
職
な
ど
で
引
っ

越
し
を
さ
れ
る
方
は
必
ず
住
民
票

を
移
し
て
く
だ
さ
い
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　
内

２
５
１
０

　
厚
生
年
金
等
の
加
入
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
（
第
３
号
被

保
険
者
）は
、加
入
者
の
退
職
や
自

身
の
所
得
が
増
え
て
扶
養
か
ら
外

れ
た
期
間
は
、
第
３
号
被
保
険
者

か
ら
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
切
り

替
え
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
過
去
に
２
年
以
上
こ
の
手
続
き

が
遅
れ
た
方
は
、「
特
定
期
間
該
当

届
」
を
す
る
こ
と
で
、
時
効
と
な

っ
た
未
納
期
間
を
受
給
資
格
期
間

に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

は
、
こ
の
期
間
の
保
険
料
を
特
例

追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
県
で
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
に

基
づ
き
、
土
石
流
、
急
傾
斜
地
お

よ
び
地
す
べ
り
危
険
個
所
の
基
礎

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
県
南
建
設
事
務

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

す
の
で
、
土
砂
災
害
の
危
険
性
の

あ
る
区
域
の
確
認
や
避
難
活
動
等

の
資
料
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◦
公
表
地
区
　
小
田
川
、
萱
根
、

旗
宿
、
豊
地
、
白
坂
、
表
郷
金
山
、

表
郷
内
松
、
表
郷
番
沢
、
表
郷
八

幡
、
東
蕪
内
、
東
釜
子

問
県
南
建
設
事
務
所
河
川
砂
防
課

☎
�
１
６
２
５

◦
日
時　
３
月
１
日
㈬
～
４
月
30

日
㈰
／
午
前
11
時
～
午
後
４
時

◦
休
館
日　
火
曜
日

◦
会
場　
原
発
災
害
情
報
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル
（
白
坂
）

◦
入
場
料　
無
料

問
原
発
災
害
情
報
セ
ン
タ
ー
☎
�

１
１
１
１

問
白
河
年
金
事
務
所
☎
�
４
１
６
１

　
下
水
道
（
公
共
下
水
道
、
農
業

集
落
排
水
）
お
よ
び
市
町
村
設
置

型
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
で
、

「
井
戸
水
の
み
」
ま
た
は
「
井
戸

水
と
水
道
水
を
併
用
」
さ
れ
て
い

る
方
は
、
ご
家
族
の
人
数
が
下
水

道
料
金
算
定
の
基
準
と
な
り
ま
す
。

　
料
金
変
更
の
手
続
き
に
は
、「
世

帯
人
員
異
動
届
」
の
提
出
が
必
要

で
す
。
出
生
や
転
出
な
ど
で
ご
家

族
の
人
数
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
の
算
定
人
数
は
検

針
票
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
下
水
道
課　
内
２
２
３

３
　

◦
対
象
者　
自
動
車
事
故
に
よ
り

死
亡
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
が

残
っ
た
方
の
子
で
、
中
学
校
卒
業

ま
で
の
児
童
・
生
徒

◦
貸
付
金
額　
一
時
金　
15
万
５

千
円
／
毎
月　
１
万
円
ま
た
は
２

万
円
（
無
利
息
）

◦
貸
付
条
件
　
市
民
税
が
非
課
税

ま
た
は
均
等
割
の
み
の
課
税
な
ど

問
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
福
島
支
所
☎
０
２
４
︲
５

２
２
︲
６
６
２
６

　

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
、

空
気
が
乾
燥
し
山
火
事
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
山
に
入
る
場

合
は
、
山
火
事
か
ら
大
切
な
森
林

を
守
る
た
め
、
火
の
取
り
扱
い
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
強
風
や
乾
燥
注
意
報
が
出
て
い

る
時
に
は
、
た
き
火
を
し
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
農
林
整
備
課　
内
２
２

２
８

　
市
で
は
、
平
成
23
年
12
月
に
策

定
し
た
「
白
河
市
除
染
実
施
計
画
」

に
基
づ
き
、
放
射
線
対
策
お
よ
び

除
染
対
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
に
着
手

し
た
個
人
住
宅
除
染
は
、
昨
年
11

月
末
を
も
っ
て
、
市
内
す
べ
て
が

完
了
し
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
放
射
線
対
策
課　
内
２

１
８
５

　
市
で
は
「
通
学
路
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
、
白
河
警
察

署
、
郡
山
国
道
事
務
所
、
県
南
建

設
事
務
所
と
連
携
し
、
市
内
す
べ

て
の
小
学
校
の
通
学
路
安
全
点
検

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
小
野
田
小
・
釜
子

小
・
信
夫
一
小
・
信
夫
二
小
・
大

屋
小
の
安
全
点
検
を
実
施
し
ま
し

た
。
点
検
結
果
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
学
校
教
育
課　
内
２
３

６
５

◦
日
時
　
３
月
５
日
㈰
／
午
前
10

時
～
午
後
２
時

◦
会
場
　
す
ぱ
ー
く
表
郷
（
表
郷

番
沢
）

◦
内
容　
い
ぶ
き
さ
ら
さ
ラ
イ
ブ
、

体
験
・
展
示
・
出
店
ブ
ー
ス
な
ど

◦
入
場
料　
無
料

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
表
郷
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
藤ふ

じ
た田
☎
０
８

０
︲
５
５
５
７
︲
７
０
７
２

《
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
》

◦
日
時　
３
月
19
日
㈰
／
午
後
４

時
～
５
時

◦
会
場　
え
き
か
ふ
ぇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
郭
内
）

◦
入
場
料　
無
料

問
福
島
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会　
遠え

ん
ど
う藤
☎
０
９
０
︲
１
４

９
６
︲
７
６
１
０

　
関
山
（
標
高
６
１
９
ｍ
）
の
山

開
き
が
行
わ
れ
ま
す
。
集
合
場
所

か
ら
硯す

ず
り
い
し石
・
内
松
登
山
口
ま
で
無

料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

◦
日
に
ち
　
３
月
26
日
㈰

◦
受
付
時
間
・
場
所
　
午
前
８
時

～
９
時
／
関
辺
市
民
体
育
館

◦
駐
車
場
　
関
辺
小
隣
接
地

◦
イ
ベ
ン
ト
　
出
発
前
に
は
、
な

す
び
さ
ん
・
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ーL

ラ

フ

augh

さ
ん
が
登
場
、
山

頂
で
は
数
量
限
定
の
記
念
守
札
や

豚
汁
を
提
供

問
（
公
財
）
白
河
観
光
物
産
協
会

☎
�
１
１
４
７

◦
日
時　
３
月
25
日
㈯
／
午
後
２

時
か
ら

◦
会
場　
新
白
信
ビ
ル
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
（
立
石
）

◦
内
容　
▽
演
題　
「
最
近
の
国

際
情
勢
と
日
本
」　

▽
講
師　
杏

林
大
学
名
誉
教
授　
田た

く

ぼ

久
保
忠た

だ
え衛

氏◦
入
場
料　
５
０
０
円

問
（
公
財
）
立
教
志
塾
☎
�
１
４

２
７

◦
日
時
　
３
月
30
日
㈭
／
午
前
11

時
～
午
後
１
時

◦
場
所　
大
統
寺
（
馬
町
）

◦
参
加
料　
無
料
（
軽
食
用
意
）

◦
対
象　
小
・
中
学
生

◦
定
員　
30
人　
※
先
着
順

◦
申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
大
統
寺
☎
�
２
７
２
３
／
ＦＡＸ
�

３
７
３
１
／
Ｅ
メ
ー
ルsoutetsu

7@
ybb.ne.jp

　
（
公
社
）福
島
県
不
動
産
鑑
定
士

協
会
で
は
、
市
民
の
方
を
対
象
に

同
協
会
所
属
の
不
動
産
鑑
定
士
に

よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
　
４
月
１
日
㈯
／
午
前
10

時
～
午
後
３
時

◦
会
場
　
り
ぶ
ら
ん
地
域
交
流
会

議
室
（
道
場
小
路
）

◦
相
談
内
容
　
不
動
産
の
価
格
等

に
関
す
る
こ
と

問
同
協
会
☎
０
２
４
︲
９
３
１
︲

４
３
６
０

◦
日
時　
４
月
６
日
㈭
／
午
後
５

時
～
８
時　
※
要
申
込

◦
会
場　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）

◦
内
容　
不
動
産
登
記
・
会
社
登

記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、

少
額
の
裁
判
、
成
年
後
見
等
に
関

す
る
法
律
相
談

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
︲
８
１

︲
５
５
３
９
（
平
日
／
午
前
10
時

～
午
後
０
時
30
分
、
午
後
１
時
30

分
～
４
時
）

　　
白
河
実
業
高
校
で
は
、
市
内
在
住

の
方
を
対
象
に
、
農
場
を
開
放
し

て
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
を
開
き
ま

す
。
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
、
野

菜
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
　
①
４
月
21
日
、
②
５
月

12
日
、
③
９
月
８
日
、
④
11
月
17

日　
金
曜
日
／
午
後
１
時
50
分
～

３
時
20
分

◦
講
師
　
農
業
科
の
生
徒
と
教
師

◦
参
加
料
　
２
、
０
０
０
円

◦
定
員
　
14
グ
ル
ー
プ
（
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
）

◦
申
込
期
限
　
４
月
３
日
㈪
ま
で

◦
申
込
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
性

別
・
年
齢
・
連
絡
先
・
応
募
理
由

を
記
入
の
う
え
、
は
が
き
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

白
河
実
業
高
校
開
放
講
座
係
☎
�

１
１
７
６
／
FAX
�
２
７
８
１
／
〒

961
︲
0822
白
河
市
瀬
戸
原
６
︲
１

　　
４
月
１
日
か
ら
、
こ
み
ね
っ
と

（
市
循
環
バ
ス
）
お
よ
び
大
信
地

域
自
主
運
行
バ
ス
の
内
容
を
一
部

改
正
し
ま
す
。

《
こ
み
ね
っ
と
》

　
運
行
所
要
時
間
の
見
直
し
に
よ

り
、
一
部
の
バ
ス
停
の
時
刻
が
変

更
と
な
り
ま
す
。
時
刻
表
を
ご
確

認
の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
改

正
版
の
時
刻
表
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

《
大
信
地
域
自
主
運
行
バ
ス
》

　
平
日
運
行（
通
勤・通
学
）バ
ス
の

起
点
・
終
点
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

◦
現
行　
矢
吹
し
ら
う
め
荘
～
旧

た
い
し
ん
保
育
園　
　
　
　
　
　

◦
改
正
後　
矢
吹
駅
前
～
十
王
橋

北問
本
庁
舎
企
画
政
策
課　
内
２
３

２
６
／
大
信
庁
舎
地
域
振
興
課
☎

�
２
１
１
１

　
選
挙
で
投
票
す
る
場
所
は
、
原

則
と
し
て
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
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子育て情報保健情報

月休日救急医療当番医月のいきいき健康チャレンジ相談会
歯　科 医 療 機 関 名 住　所 電話番号
２日㈰ 永 山 歯 科 医 院 馬 町 �1646
９日㈰ 芳 賀 医 院 歯 科 室 西郷村小田倉 �2862
16日㈰ 早 坂 歯 科 医 院 合 戦 坂 �6480
23日㈰ は や し 歯 科 医 院 道 場 町 �1818
29日㈷ 古市歯科クリニック 中島村滑津 �2894
30日㈰ ほ ず み 歯 科 医 院 三 番 町 �7211

小児科 医 療 機 関 名 住 所 電話番号
２日㈰ みうら小児クリニック 白 坂 �1001
９日㈰ わたなべ子どもクリニック 老 久 保 �2166
16日㈰ ねもとキッズクリニック 立 石 山 �5623
23日㈰ わたなべ子どもクリニック 老 久 保 �2166
29日㈷ 関 医 院 横 町 �3003
30日㈰ 樋口小児クリニック 矢吹町大久保 �2040

内科・外科 医 療 機 関 名 住 所 電話番号
２日㈰ ら く ら く 医 院 大信町屋 �5333
９日㈰ よこむら整形外科クリニック 老 久 保 �1455
16日㈰ すずき内科クリニック 森 の 内 �4114
23日㈰ わたなべ内科医院 新 白 河 �1531
29日㈷ きたむら整形外科 矢吹町八幡町 �5533
30日㈰ 小 針 医 院 矢吹町曙町 �2366

４４

■「平成29年度母と子の健康づくり行
　事予定表」の配布

■妊産婦健康診査受診票の内容が変わり
　ます

■ファミリーサポート会員募集中！！■いきいき健康チャレンジ白河事業

妊娠・出産、中学生までの成人向けの

問健康増進課(中央保健センター)☎�2112

実施日 開始時間 会　場　
５日㈬ ９:45～ 東保健センター

12日㈬ 13:15～ アナビースポーツプラザ

21日㈮ ９:45～ 表郷保健センター

26日㈬ ９:45～ 大信保健センター

　平成25年10月１日以降に生まれた子どもが
いる家庭へ、乳幼児から３歳児までの健康診査
と、歯科クリニックの実施予定日が掲載されて
いる「平成29年度母と子の健康づくり行事予定表」
を今月末配布します。
　予定表が届いたら、「乳幼児健康診査」の実施
日を確認し、忘れずに受診してくだ
さい。
　対象の家庭で、３月中に行事予定
表が届かない場合はお問い合わせく
ださい。
※３歳児健康診査以外は個別に通知
　しません。

　ファミリーサポートセンターでは、一時的な預
かりや、保育園、幼稚園、児童クラブ、習い事へ
の送迎などの子育て支援をしています。
　会員（「子育てを手伝ってほしい人」、「子育てを
手伝ってあげたい人」）を随時募集していますの
で、お気軽にお問い合わせください。

問本庁舎こども支援課　内2716

問本庁舎こども支援課　内2716 問ファミリーサポートセンター（久田野）☎�9907

　妊娠35週目と36週目に受診する妊産婦健康診
査の健診項目が、平成29年４月１日から変更に
なります。
　４月１日以降に妊娠35週目
になる妊婦さんに受診票を送
付しますので、受診の際には
今回送付する受診票を使用し
てください。

日にち 検査予約時間
４月８日㈯ ８:45 ９:45 10:45
４月12日㈬ 13:45 14:45 15:45
４月22日㈯ ８:45 ９:45 10:45
４月26日㈬ 13:45 14:45 15:45

※３月の休日救急医療当番医（内科・外科）に変更がありました。３月５日㈰／野村貫成堂クリニック、３月19日㈰／明渓醫院

■４月のホールボディカウンターによる
　内部被ばく検査のお知らせ
　市では、市民の放射線に対する不安の解消と、
健康管理を目的に、ホールボディカウンターによ
る内部被ばく検査を実施しています。内部被ばく
検査は、日常生活の中で食事などから体内に取り
込まれた放射性物質の量を測定するものです。
　対象の方で検査を希望する場合は、検査日を確
認し事前にご予約ください。
◦対　象　平成28年４月１日以前に生まれた方
　　　　　※ご自身で直立したままで２分間静
　　　　　　止した状態を保てる方に限ります。
　　　　　　４歳未満の子どもの場合は、専用の
　　　　　　椅子に２分間静止した状態で一人
　　　　　　座りが可能な方に限ります。
◦検査会場　白河厚生総合病院（豊地）／１階健診
　　　　　センター
◦日　時

　安全で効果的なウォーキングを学
ぶ講座を開催します。日頃から歩い
ている方も、これから始めてみよう
という方も、ウォーキングを学び、
楽しみながら健康づくりに取り組み
ましょう。
◦日　時　４月19日、５月17日、６月21日
　　　　　水曜日／午後１時30分～３時
◦場　所　アナビースポーツプラザ（北中川原）
◦内　容　体を動かしながら効果的なウォーキ
　　　　　ングを学びます。
◦対象者　30分以上立って運動できる方　
◦定　員　各回30人
　　　　　※先着順で一人１回の参加まで
◦申し込み・問い合わせ先　健康増進課☎�2114
【健康マイレージ対象　300ポイント】

【健康マイレージ対象　300ポイント】

◦費　用　無料
　　　　　※検査日の５日前までに必ず予約が
　　　　　　必要です。
◦申込先　白河厚生総合病院（予約専用）☎�5217
　　　　　（月～金曜日／午後１時30分～５時）

　０歳から未就学児まで開所時間内（９時～16時）
に最大３時間までセンターでお預かりします。た
だし、基本は会員宅での預かりになります。

　３か月で３㎏のダイエットに挑戦した72人の
うち、15人が目標を達成しました。
♦成功した方の声
▷食事の始めに野菜をたくさん食べました。
▷間食の量と回数を減らしました。
▷缶コーヒーを加糖から無糖に変
　えました。
▷友達と運動することで、楽しく続
　けることができました。
▷ジムに通い、筋肉量を増やし、内
　臓脂肪を減らしました。
▷ウォーキングを始めました。

　今年度申し込みいただいた510人の
方へ、今月末までに平成29年度のポ
イントカードを送付します。継続参加
を希望しない場合や、新規申し込みを
希望する方は、お問い合わせください。

ポイントを
貯めて健康
とお得をゲ
ット！

　市内に住所がある方、または市内に勤務してい
る方で、乳幼児から小学校６年生までの子どもが
いる方

　心身共に健康であり、子育て経験がある方や子
どもが好きな方（市で開催する「まかせて会員養
成講座」を受講する必要があります）
※今年度の講座申込は終了しましたが、県などの
　ファミリーサポート事業の子育て支援員とし
　て認定された方は、受講不要です。

会員登録 事前打合せ 活動開始 清算

《急な一時預かりをしています》

《スリムアッププロジェクト結果発表！》

《ウォーキング講座（春コース）開催》

《いきいき健康マイレージ参加者の方へ》

《利用料金》

《子育てを手伝ってほしい方「おねがい会員」》

《子育てを手伝いたい方「まかせて会員」》

利用日 時間（６時～22時） 利用料金

月～金曜日
７時～19時 600円／時間
上記以外の時間 700円／時間

土日、祝日、
年末年始

７時～19時 700円／時間
上記以外の時間 800円／時間



種　類 開設日 時 間 会 場 ・ 問 い 合 わ せ 先 内　容

弁護士法律相談
（要予約）

 ５日㈬
19日㈬

①10：00 〜 12：00
②13：00 〜 16：00 ◦消費生活センター（本庁舎地下）

問消費生活センター☎�1133

多重債務、離婚・相
続問題などの法的な
トラブル、被災者の
抱える二重ローン問
題の相談など

12日㈬ 10：00 〜 12：00

26日㈬ 13：00 〜 16：00
市民あったか相
談所

月〜金
曜日 8：30 〜 17：15 ◦本庁舎生活環境課（１階）

問本庁舎生活環境課内専用電話☎�1717
市行政等に関する相
談

心配ごと相談 11日㈫
25日㈫ 10：00 〜 12：00 ◦中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

問社会福祉協議会☎�4222
生計、家族に関する
ことなど

障がい者相談会
（要予約） 25日㈫ 13：30 〜  　　　  ◦本庁舎地下第１会議室

問本庁舎社会福祉課　内2714 障がいに関する相談

認知症の人と家
族の会 22日㈯ 13：30 〜 15：30 ◦中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

問同県南地区事務局☎�2394
認知症本人と家族の
相談や話し合いなど

ハートコール
（いじめ等相談電話）

月〜金
曜日 ９：00 〜 18：00 問ハートコール相談専用電話

　☎0800-800-1893（フリーダイヤル）
児童・生徒のいじめ
等に関する相談

月の無料相談４

26

《２月１日現在の人口》
▷人口　61,674人（－49）
　男　　30,566人
　女　　31,108人
▷世帯　23,361世帯（－10）
※（　）内は前月比

《４月の日曜窓口》（本庁舎）
▷日時　２日㈰・９日㈰・16日㈰・23日㈰・30日㈰
　　　　午前８時30分～正午
《納期限》白河税務署からのお知らせ
　平成28年分所得税等の申告・納付の期限 　
◇所得税及び復興特別所得税・贈与税　３月15日㈬
◇個人事業者の消費税及び地方消費税　３月31日㈮

《献血の現状》
　血液は、人間の生命を維持するために不可欠です。
血液を人工的に作ることは困難であり、長期間保存す
ることもできないことから、輸血に必要な血液をいつ
でも十分に確保するため、献血が必要とされています。
　献血者数は全国的に年々減少し、特に10代から30
代の若年層の献血離れが深刻となっています。当市で
も同様の傾向が見られ、平成39年には、全国で85万
人の血液が不足すると見込まれています。

※日程が決まり次第、ホームページでお知らせします。 《市の取り組み》
　市では、献血者数が減少する毎年７月と12月に街頭
献血キャンペーンを実施し、市民の皆さんへ献血の必
要性・重要性を呼びかけています。
　また、市内の企業と一体となり事業所献血を実施し、
将来への安定的な血液の確保に努めています。献血に
かかる所要時間は、受付から終了まで約40分程度と、
わずかな時間で大切な命を救うことができます。
　献血の現状をご理解いただき、皆さんの積極的なご
協力をお願いします。

《善意の窓》
<愛の基金>
♥10万円  穂積宣男　様（板橋）
♥10万円  荒井政道　様（関辺）
♥５万円　君島正信　様（一番町）
♥１万円　大越節子　様（中野山）
♥５千円　金勝寺ボランティア　佐藤　力　様
<スポーツ振興基金>
♥34,000円　ＮＰＯ法人白河市体育協会表彰受賞者一同　様
<小峰城城郭復元基金>
♥1,964,000円　白河市町内会連合会　様
♥50万円  日本アイキャン㈱代表取締役会長　春日紀重　様
♥１万円　緑川吉雄　様
<コミネスの振興のため>
♥ロビーチェア７台　太陽測量設計㈱、㈱東邦銀行　様 
<仮設住宅等支援者>
♥日本カイロプラクターズ協会　様 

　
優
れ
た
統
治
は
教
育
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

明
治
政
府
は
、
各
地
の
中
心
に
上
級
指
導
者
を

育
成
す
る
、
帝
国
大
学
と
旧
制
高
校
を
つ
く
っ

た
。
一
方
で
、
商
業
・
工
業
・
農
業
・
医
学
の

専
門
校
を
細
か
く
配
置
し
た
。
台
湾
に
も
、
帝

大
と
高
校
を
、
台
北
・
台
中
・
台
南
に
職
業
校

を
つ
く
っ
た
。
国
を
あ
げ
て
開
拓
し
た
北
海
道

に
帝
大
は
あ
っ
た
が
、
旧
制
高
校
は
な
い
。

　
教
育
シ
ス
テ
ム
の
点
で
、
北
海
道
よ
り
台
湾

の
方
が
整
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
搾
取
を
目
的

に
統
治
す
る
の
が
植
民
地
だ
と
す
れ
ば
、
国
内

と
同
レ
ベ
ル
の
教
育
機
関
を
置
く
こ
と
は
、
通

常
あ
り
え
な
い
。
し
か
も
、
貧
富
や
出
身
に
関

係
な
く
、
魂
を
傾
け
教
育
に
あ
た
っ
た
。

　
甲
子
園
の
高
校
野
球
大
会
は
、
今
や
国
民
的

行
事
。
過
去
の
準
優
勝
校
の
中
に
「
嘉か

ぎ義
農
林

学
校
」
の
名
が
あ
る
。
昭
和
６
年
、
大
灌か

ん
が
い漑
排

水
事
業
の
完
了
し
た
年
で
、
穀
倉
地
に
変
貌
し

た
嘉
南
平
野
に
あ
る
学
校
。
だ
が
、
こ
の
嘉
農

野
球
部
は
一
度
も
勝
っ
た
こ
と
が
な
い
。
そ
こ

に
、
か
つ
て
松
山
商
業
を
率
い
た
近
藤
兵ひ

ょ
う
た
ろ
う

太
郎

が
監
督
と
し
て
着
任
し
た
。

　
“
甲
子
園
に
行
く
ぞ
”
を
合
言
葉
に
猛
特
訓
。

大
人
や
他
校
の
嘲
笑
を
し
り
め
に
快
進
撃
。
あ

れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
優
勝
す
る
。
憧
れ

の
甲
子
園
へ
。
無
名
チ
ー
ム
の
下
馬
評
は
低
い
。

し
か
し
、
こ
こ
で
も
強
豪
を
な
ぎ
倒
し
決
勝
へ
。

敗
れ
は
し
た
が
、
一
球
た
り
と
も
あ
き
ら
め
な

い
、
ひ
た
む
き
な
プ
レ
ー
に
、
球
場
は
爽
や
か

な
感
動
に
包
ま
れ
た
。

　
再
び
台
湾
に
つ
い
て
。
東
日
本
大
震
災
か
ら

６
年
が
た
つ
。
あ
の
折
、
台
湾
の
人
々
の
心
温

ま
る
救
援
と
支
援
金
は
群
を
抜
い
て
い
た
。
昨

年
２
月
、
台
湾
南
部
で
大
地
震
が
あ
っ
た
。
お

返
し
に
と
、
日
本
で
活
発
な
募
金
活
動
が
行
わ

れ
た
。
世
界
を
見
渡
し
て
も
、
日
本
と
台
湾
の

好
ま
し
い
関
係
は
珍
し
い
。

　
そ
の
源
は
、
志
を
高
く
掲
げ
た
明
治
人
の
姿

勢
に
あ
っ
た
。
西
欧
列
強
の
植
民
地
の
治
め
方

に
は
二
通
り
あ
る
。
一
つ
は
、
細
部
に
入
ら
ず
、

現
地
の
支
配
者
を
通
し
、
現
地
の
方
式
で
統
治

す
る
。
も
う
一
つ
は
、
直
接
役
人
を
派
遣
し
、

自
国
の
言
葉
や
文
化
を
植
え
つ
け
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
利
益
を
吸
い
上
げ
る
の
が
目
的
で

あ
り
、
自
国
に
必
要
な
範
囲
で
し
か
産
業
や
教

育
の
水
準
を
上
げ
な
か
っ
た
。

　
日
本
の
場
合
は
違
う
。
台
湾
の
近
代
化
を
進

め
、
自
立
を
促
す
意
思
が
あ
っ
た
。
文
明
を
伝

え
る
と
共
に
、
台
湾
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
と

い
う
視
点
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
台
湾
を
搾
取

の
対
象
と
し
て
で
は
な
く
、
本
土
の
一
部
と
し

て
扱
う
認
識
が
あ
っ
た
。
台
湾
の
民
主
化
に
貢

献
し
た
李り

登と
う

輝き

元
総
統
は
、
日
本
の
統
治
な
く

し
て
台
湾
の
発
展
は
な
く
、
統
治
を
支
え
た
日

本
人
の
心
を
ほ
め
た
た
え
て
い
る
。

　
レ
ギ
ュ
ラ
ー
は
、
日
本
人
が
３
人
、
台
湾
人

（
漢
人
）
が
２
人
、
原
住
民
高た

か
さ
ご砂
族
が
４
人
。

マ
ス
コ
ミ
の
軽
蔑
す
る
よ
う
な
言
動
に
、「
出
身

が
な
ん
だ
、
同
じ
球
児
だ
」
と
は
ね
返
す
監
督
。

何
の
差
別
も
な
く
、
我
が
子
の
よ
う
に
思
う
心

に
皆
奮
い
立
つ
。
日
本
人
は
守
備
が
い
い
。
漢

人
は
打
力
が
あ
る
。
素
足
で
密
林
を
か
け
め
ぐ

っ
て
い
た
高
砂
族
は
足
が
速
い
。監
督
は
、各
々

の
強
み
を
い
か
し
、
分
け
隔
て
の
な
い
指
導
で

精
鋭
チ
ー
ム
に
育
て
あ
げ
た
。

　
感
動
の
物
語
は
、「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ　
１
９
３
１
海

の
向
こ
う
の
甲
子
園
」
と
し
て
、
三
年
前
に
日

台
合
作
で
映
画
化
さ
れ
た
。
背
景
と
な
っ
た
台

湾
の
古
い
農
村
風
景
は
、
か
つ
て
の
日
本
を
偲

ば
せ
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
。

　
台
湾
は
日
本
に
友
好
的
。
そ
れ
は
自
国
と
同

じ
情
熱
を
注
い
で
く
れ
た
こ
と
。
蒋し

ょ
う

介か
い
せ
き石
政
府

の
過
酷
な
支
配
に
比
べ
、
日
本
の
良
さ
を
肌
身

に
感
じ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
台
湾
に
「
日
本

精
神
」
と
い
う
言
葉
が
残
る
。
正
直
・
勇
気
・

勤
勉
・
自
己
犠
牲
・
責
任
感
な
ど
、
良
い
も
の

の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
。
後
藤
新
平
や
八は

っ
た田

與よ
い
ち一
ら
は
、
日
本
精
神
の
象
徴
と
し
て
、
台
湾

の
教
科
書
に
の
り
、
尊
敬
さ
れ
て
い
る
。

　
李
登
輝
は
、
近
頃
の
日
本
に
「
あ
れ
ほ
ど
の

教
育
や
モ
ラ
ル
を
授
け
て
く
れ
た
日
本
人
は
ど

う
し
た
の
か
」
と
苦
言
を
呈
す
る
。
私
達
は
、

台
湾
発
展
の
レ
ー
ル
を
敷
い
た
日
本
人
の
経
営

力
と
高
い
志
を
、
も
う
ひ
と
た
び
思
い
起
こ
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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市長の手控え帖

《市営住宅の募集》
市営住宅の募集は、毎
月15日に発表してい
ます。詳しく
は、市ホーム
ページをご覧
ください。

（１月分）
月の献血４

『
海
の
向
こ
う
の
甲
子
園
』
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　３月に東京都で開催される「第48回全国ミニバスケットボ
ール大会」に出場する「白河EASTスポーツ少年団」キャプテ
ンの根本姫菜乃さん（釜子小６年）。福島県選抜チームでもキ
ャプテンを務め、主力選手としてチームに貢献しています。
世界で通用する選手育成を目的とした「全日本U12ナショナ
ルジュニア育成キャンプ」にも全国各地から選ばれた20人の
中の１人として参加し、将来の活躍が期待されています。
　「全国大会では悔いのないよう力を出し切り、仲間とともに
優勝を目指したい」と力強く意気込みを話してくれました。

人物 ｅｐｏｒｔ
根
ね も と

本　姫
ひ な の

菜乃 さん～注目のあの人を紹介～

住　　所：泉田池ノ下89
営業時間：11:00 ～ 19:00（品切れ次第終了）
定 休 日：水曜日（祝日の場合は営業）

　

昭
和
54
年
に
初
代
店
主
の
石い

し
か
わ川

次つ
ぎ
お男

さ
ん
が
北
真
舟
で
創
業
。
そ
の
後
、
昭

和
61
年
10
月
に
現
在
の
場
所
に
店
を
構

え
ま
し
た
。

　

現
在
の
店
主
は
２
代
目
の
慎し

ん
た
ろ
う

太
郎
さ

ん
（
29
歳
）。
創
業
者
で
あ
る
父
次
男

さ
ん
と
母
の
美み

ち

え

智
枝
さ
ん
と
お
店
を
切

り
盛
り
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
時
代
は
３
年
間
野
球
部
に
所
属

し
、
下
宿
し
な
が
ら
野
球
漬
け
の
日
々

を
過
ご
し
た
慎
太
郎
さ
ん
。
高
校
卒
業

後
に
次
男
さ
ん
か
ら
ラ
ー
メ
ン
作
り
を

学
び
、
今
年
か
ら
本
格
的
に
お
店
を
任

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

醤
油
、
味
噌
、
塩
の
３
種
類
の
味
の

な
か
で
、
一
番
人
気
で
お
す
す
め
な
の

が
醤
油
ラ
ー
メ
ン
。
醤
油
の
風
味
が
ふ

わ
っ
と
優
し
く
感
じ
る
澄
ん
だ
ス
ー

プ
に
、
こ
だ
わ
り
の
熟
成
手
打
ち
麺
が

か
ら
み
ま
す
。
手
間
を
か
け
親
子
で
打

ち
、
３
日
以
上
熟
成
さ
せ
て
作
る
麺
は
、

コ
シ
が
強
く
の
ど
越
し
の
良
さ
が
特
徴

で
す
。「
ス
ー
プ
と
麺
の
バ
ラ
ン
ス
が
大

切
」
と
、
豚
と
鳥
ガ
ラ
か
ら
作
る
シ
ン

プ
ル
な
ス
ー
プ
に
こ
だ
わ
り
ま
す
。

　

野
球
か
ら
ラ
ー
メ
ン
漬
け
の
日
々
と

な
っ
て
11
年
。「
麺
作
り
の
奥
は
深
い
、

ま
だ
ま
だ
親お

や
じ父

に
は
か
な
わ
な
い
」
と
、

継
承
し
た
味
を
守
り
、
努
力
を
続
け
る

２
代
目
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
白
河
は
全
国
的
に
も
知
ら
れ
る
ラ
ー
メ
ン
処
で
、
市
内

に
は
１
０
０
軒
を
超
す
店
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
ラ
ー
メ
ン
へ
の
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
お
い
し
さ
を
追
求

す
る
店
主
た
ち
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

今
月
号
の締

め
の
一
杯

一い
っ
き
ゅ
う休

第
11
回

《白河市公式ページ》

旬な話題をチェック

《マチイロ（旧ｉ広報紙）》《白河市ホームページ》

最新の情報をチェック アプリで情報チェック
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